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和 31 年 7 月号) とくに ｢経営の二重性雑記―
岩尾裕純教授の言説によせて｣ (『経営セミナー』
昭和 32 年 7 月号) に表明されている｡ 今にし
て思えば五段階説を当時は積極的には認めてい





の対象 経営学の対象について ｣ (『立教
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『個別資本論序説』 (森山書房, 昭和 34 年, 増
補版, 昭和 43 年)・『経営学講義』 (未来社, 昭
























































































































































































































































2 段階は全体と部分, 第 3 段階は一般・特殊・
個別の論理をいれて総資本と個別資本の間に商
個別資本説の新次元



















































































































































































働体系であれば, N.P.O. の管理学, N.G.O.
の管理が近年生れて来ている｡
方法論的に異なるドイツ経営学 (経済学) と
アメリカ経営学 (管理学) の両者を, 日本経営
学は〈骨はドイツ, 肉はアメリカ〉と合体した
独自の経営学を創り上げていた｡ それを可能に

































































































































































































































































































































































 三戸 公 ｢日本の経営学, その過去・現在そ
して｣, 『中京経営研究』 第 19 巻第 1 号, 2009
年
 三戸 公 ｢ドラッカーと現代資本主義｣, 村田
晴夫・吉原正彦編 『経営思想研究への討究』 文
真堂. 2010 年, 所収
 三戸 公 ｢現代文明の転換過程を読み解く―
マルクス・ドラッカー・ポランニーを超えて―｣
『書斎の窓』 有斐閣. 2010. 12. (経営行動研究学
会 20 周年記念講演)｡
参考文献
馬場克三 『個別資本と経営技術』 有斐閣, 1957
馬場克三 『株式会社金融論』 森山書店, 1965
馬場克三編著 『経営学方法論―個別資本説の展開』
ミネルヴァ書房, 1968
三戸 公 『個別資本論序説』 森山書房, 1959
三戸 公 『自由と必然』 文真堂, 1979





古林喜楽編 『日本経営学史』 日本評論社, 1976













CHUKYO KEIEI KENKYU Vol. 20 No. 1・214
